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町 の 人 口 

人 口 9,450 人 （増19) 

男 4,539 人 （増14) 

女 4,911 A ( ! 5) 

世帯数 3,042世帯（減2) 

出生 18人 転入 40人 

死亡 9人 転出 30人 

(55年8 月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

、一 ’ 
驚、 

【ョガで美容と健康を願う女性に大変な人気（町民会館で）写真右上は川上氏（右端）と指導員】 

ョガ＝で若さを保ち、より美しい体力づくり 

川上光正氏を招いて講義と実技 

最近ョガがブームを呼んでおリ、それも女陛の間で圧倒的な人気とか。理由は「やせる 

」 「美容にいい」 「健康的」といろいろですが、要は「美しくなれる」というのが一番の 

ポイント。そこで当町でも婦人学級にこのョガを一度こころみようと、福岡市の川上ビュ 

ーティアカデミー学院会長の川上う1と正さん（42歳）をお招きして、若さを保ち、より美し 

い体力づくり講座が開かれました。午後1時半から約2時間、町民会館で講義と実技力首テ 

われ、やはり出席も女陛ばかりが20人。これも主婦がほとんどで、やはりョガとは女陛 

に大変な人気です。川上さんは、この道25年というギャリアを持つョガの指導師であり 

ョガとは「意志で身体をコントロールする自己鍛練」 ということです。 
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が回ン野9fl23 
スポーツの秋「506人」が参加 

小学生で城野昭憲くん・大久保知子さんが優勝ノ 

【
小
学
生
で
優
勝
の
城
野
昭
憲
く
ん
 

（
右
）
と
大
久
保
知
子
さ
ん
（
左
）
】
 

。
 

女
子
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
 

優
 
勝
 

郡
子
供
会
親
善
ス
ぱ
ツ
大
会
 

【バドミントンで優勝の女子チーム】 

昭
和
五
十
五
年
度
田
川
郡
子
ど
も
会
 

親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
九
月
七
日
、
 

方
城
町
で
行
わ
れ
、
当
町
女
子
バ
ド
ミ
 

ン
ト
ン
チ
ー
ム
が
見
事
、
初
優
勝
を
飾
 

り
ま
し
た
。
 

秋
晴
れ
の
九
月
七
日
（
日
）
、
郡
内
九
 

カ
町
村
の
参
加
に
よ
リ
行
わ
れ
た
こ
の
 

ス
ポ
ー
ッ
大
会
は
、
当
町
よ
り
男
子
（
 

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
）
、
女
子
（
バ
ド
ミ
ン
 

ト
ン
）
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
女
子
チ
ー
 

ム
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
 

堂
々
の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
男
子
チ
ー
ム
も
よ
く
健
闘
し
 

ま
し
た
が
、
三
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
退
 

し
ま
し
た
。
 

【
初
優
勝
の
女
子
チ
ー
ム
選
手
紹
介
】
 

監
督
藤
田
数
之
 

コ
ー
チ
早
谷
喜
久
 

雄
 
選
手
沖
広
美
軍
ニ
）
御
領
む
つ
み
 

第
二
十
回
の
上
野
峡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
 

大
会
が
、
う
す
曇
り
の
九
月
二
十
三
日
 

秋
分
の
日
に
行
わ
れ
、
小
学
生
の
部
で
 

城
野
昭
憲
く
ん
、
大
久
保
知
子
さ
ん
の
 

上
野
小
の
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
。
ま
 

た
、
中
学
生
で
は
昨
年
に
続
き
志
徳
中
 

が
強
く
、
森
本
晃
庸
く
ん
が
優
勝
。
高
 

校
生
で
は
大
牟
田
高
校
が
上
位
七
位
ま
 

で
を
独
占
し
、
こ
れ
が
す
べ
て
今
大
会
 

新
と
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
て
中
村
敬
・
 

士
く
ん
が
優
勝
。
大
学
・
一
般
の
部
で
 

は
、
こ
れ
ま
た
一
位
か
ら
四
位
ま
で
が
 

今
大
会
新
と
い
う
立
派
な
記
録
で
、
安
 

川
電
機
の
森
田
義
三
さ
ん
が
堂
々
の
初
 

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

今
大
会
は
、
福
岡
陸
上
競
技
会
・
赤
 

池
町
・
赤
池
町
教
育
委
員
会
、
王
催
、
朝
 

日
新
聞
社
後
援
、
赤
池
町
体
協
主
管
に
 

よ
り
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
コ
ー
ス
 

【
大
会
新
で
優
勝
の
中
村
敬
士
選
手
 

う
 
（
大
牟
田
高
）
】
 

、J
プ
 

命三高林ゆか釦和里子 

（
小
六
）
高
林
広
美
（
小
大
）
崎
本
実
穂
（
 

小
六
）
山
本
美
佳
（
小
ー
ハ
）
 

太
田
美
穂
（
小
六
）
 

山
形
祐
美
子
（
小
六
）
ー
敬
称
略
ー
 

赤
池
誠
心
館
が
 

準

優

勝

 

剣
道
教
室
夏
季
錬
成
大
会
 

第
五
回
飯
塚
市
剣
道
教
室
夏
季
錬
成
 

大
会
が
、
八
月
十
日
（
日
）
飯
塚
市
体
育
 

館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
当
町
の
誠
心
館
 

が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
筑
豊
地
区
の
少
年
剣
 

士
た
ち
四
百
余
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
 

た
も
の
で
、
当
町
の
誠
心
館
中
学
生
剣
 

士
た
ち
の
活
躍
は
素
暗
ら
し
く
、
剣
さ
 

ば
き
も
一
段
と
さ
え
、
見
事
、
準
優
勝
 

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。
 

戦
績
及
び
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。
 

【
第
一
回
戦
】
 

o
赤
池
誠
心
館
④
1
1
頴
田
少
剣
 

【見事準優勝した誠心館の皆さん】 

【
大
会
新
で
優
勝
の
森
田
義
三
選
手
 

（
安
川
電
機
）
】
 

（
赤
池
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
→
上
野
峡
 

→
直
方
市
宮
浦
→
小
藤
団
地
折
板
し
）
 

」
で
、
レ
ー
ス
は
小
学
生
一
・
三
キ
ロ
、
 

中
学
生
五
ギ
ロ
、
高
校
生
十
ギ
ロ
、
大
 

学
・
一
般
十
マ
イ
ル
の
種
別
に
分
か
れ
 

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
選
手
は
、
小
学
生
男
子
六
二
人
、
 

女
子
十
二
人
、
中
学
生
二
九
一
人
、
高
 

校
生
六
四
人
、
大
学
・
一
般
七
七
人
の
 

総
勢
五
〇
六
人
が
参
加
し
て
激
戦
の
レ
 

ー
ス
展
開
と
な
リ
、
各
部
選
手
た
ち
の
 

力
走
に
、
観
衆
よ
り
熱
の
こ
も
っ
た
声
 

援
と
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

当
日
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
非
常
に
 

よ
く
、
選
手
た
ち
も
自
己
の
力
を
十
分
 

に
発
揮
し
、
大
会
新
の
続
出
で
昨
年
の
 

記
録
を
大
幅
に
更
新
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
各
種
別
の
記
録
は
次
の
と
お
 

り
で
す
 

、
 

【
第
二
回
戦
】
 

ぞ

 

o
赤
池
誠
心
館
④
1
1
芦
屋
ス
ポ
ー
ツ
 

【
第
三
回
戦
】
 

o
赤
池
誠
心
館
③
1
2
飯
塚
修
道
館
 

【
準
決
勝
戦
】
 

o
赤
池
誠
心
館
③
1
2
直
方
少
年
剣
道
 

【
決
勝
戦
】
 

（
芦
屋
）
 

o
赤
池
誠
心
館
2
1

）
毛
利
武
道
館
 

監
督
田
中
京
（
初
段
）
先
鋒
太
田
公
 

博
（
中
2
） 
四
将
花
元
忠
夫
（
中
3
) 

中
堅
結
城
和
生
（
中
3
） 
副
将
近
藤
真
 

紀
（
中
3
）
大
将
有
吉
淳
（
中
3
）
ー
敬
 

称
略
ー
 

ち
び
っ
子
が
ん
ば
れ
 

楽
し
い
う
ん
ど
う
会
 

婦
蕩
」
四
保
育
所
合
同
 

子
ど
も
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
、
う
 

れ
し
い
、
た
の
し
い
運
動
会
。
 

今
年
も
九
月
二
十
一
日
（
日
）
午
前
九
 

時
よ
り
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
 

第
六
回
四
保
育
所
合
同
ク
体
育
の
集
い
 

4
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

社
会
福
祉
法
人
赤
池
福
祉
会
・
四
保
 

育
所
父
母
の
会
連
合
会
が
主
催
す
る
も
 

の
で
、
当
日
は
さ
わ
や
か
な
秋
暗
れ
の
 

も
と
で
、
一
歳
か
ら
五
歳
児
ま
で
の
子
 

ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
競
技
を
 

行
い
、
先
生
方
や
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
 

ん
方
の
大
歓
声
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
一
 

段
と
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
 

秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
入
場
行
進
・
ラ
ジ
 

【
小
学
生
男
子
1

・
3
キ
ロ
】
 

①
城
野
 
昭
憲
（
上
野
小
）
5
分
 07 

秒
 

②
尾
木
 
秀
直
（
上
野
小
）
5
分
 10 

秒
 

③
亀
沢
 
政
二
（
市
場
小
）
5
分
 18 

秒
 

Q

石
元
 

弘
（
市
場
小
）
5
分
 28 

秒
 

⑤
黒
土
 
政
幸
（
市
場
小
）
5
分
 30 

秒
 

⑥
西
園
 
順
司
（
市
場
小
）
5
分
 40 

秒
 

【
小
学
生
女
子
1

・
3
キ
ロ
】
 

①
大
久
保
知
子
（
上
野
小
）
6
分
 04 

秒
 

②
世
良
 
敦
子
（
上
野
小
）
6
分
 08 

秒
 

③
局
林
 
広
美
（
市
場
小
）
6
分
 11 

秒
 

④
光
根
 
成
美
（
上
野
小
）
6
分
 16 

秒
 

⑤
河
野
 
美
記
（
市
場
小
）
6
分
 42 

秒
 

⑥
川
崎
 
由
佳
（
市
場
小
）
6
分
 51 

秒
 

【
中
学
生
個
人
5
ギ
ロ
】
 

Q

林
本
 

晃
庸
（
志
徳
中
）
 
16 

分
 44 

秒
 

②
印
南
 
真
一
 

（
直
方
一
干
）
 
16 

分
 48 

秒
 

③
佐
藤
 

正
（
霧
ケ
丘
中
）
 
16 

分
 51 

秒
 

④
谷
口
 
昭
人
（
直
友
市
）
 
16 

分
 53 

秒
 

⑤
沖
永
 
澄
夫
（
志
徳
中
）
 
16 

分
 57 

秒
 

※
大
会
記
録
田
島
順
二
（
志
適
 16 

分
 10 

秒
 

【
中
学
生
団
体
5
キ
ロ
】
 

（
里
直
方
ニ
中
 

42 

点
 

②
南
小
倉
中
 
59 

点
 

③
志
徳
中
 

74 

点
 

【
高
校
生
 10 

ギ
ロ
】
 

①
中
村
 
敬
士
（
大
牟
出
）
 
31 

分
 33 

秒
 

②
長
野
 
寿
一
 

（
大
牟
田
）
 
32 

分
 04 

秒
 

③
島
 

和
宏
（
大
牟
田
）
 
32 

分
 28 

秒
 

※
大
会
記
録
大
上
 
力
（
大
ホ
田
認
分
 04 

秒
 

【
大
学
・
一
般
 10 

マ
イ
ル
】
 

①
森
田
 
義
三
（
安
川
電
機
）
 
51 

分
 27 

秒
 

②
山
本
雄
二
郎
（
九
州
電
工
）
 
51 

分
 34 

秒
 

③
池
部
 
陽
一
 

（
安
川
電
機
）
 
51 

分
 37 

秒
 

※
大
会
記
録
吉
沢
 
洋
（
課
）
 
52 

分
 22 

秒
 

J
つ
 

ノ
ー
め
「
 

[4歳児による紅かて白かてより】 

日赤募金 

871,060円 

☆
 

和
名
 
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
 

出
雲
の
国
に
集
ま
り
た
ま
う
と
い
う
こ
 

と
か
ら
、
雷
が
無
く
な
る
月
と
も
い
わ
 

れ
る
。
 

ー
 

1
日
（
水
）
 

7
日
（
火
）
 

10 

日
（
金
）
 

11 

日
（
土
）
 

12 

日
（
日
）
 

14 

日
（
火
）
 

17 

日
（
金
）
 

18 

日
（
土
）
 

23 

日
（
木
）
 

24 

日
（
金
）
 

25 

日
（
土
）
 

26 

日
（
日
）
 

27 

日
（
月
）
 

更
衣
 
共
同
募
金
始
ま
る
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

法
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
）
ー
ノ
タ
m
) 

体
育
の
日
 

目
の
愛
護
デ
ー
 

養
命
大
学
（
線
）
馴
 10 

時
 

赤
池
町
秋
祭
り
 

赤
池
町
秋
祭
り
 

行
政
相
談
（
中
尾
生
活
館
）
 

鉄
道
記
念
日
 

行
政
相
談
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

婦
人
学
級
（
線
）
町
1
時
 

貯
蓄
の
日
 

統
計
の
日
 

電
信
電
話
記
念
日
 

乳
幼
児
学
級
（
銀
）
蝋
 10 

時
 

国
連
の
日
 

養
命
大
学
（
線
）
蝋
 10 

時
 

原
子
力
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
）
ン
タ
m
) 

読
書
週
間
始
ま
る
 

▼
役
」
吃
っ
て
こ
そ
 

生
き
る
甲
斐
▲
 

J
 

9 

6月から8月までの約ニケ 

月間で、皆様のご協力をいた 

だきました日本赤十字社募金 

が、871,060円〔日赤社員社 

資及U賛助募金371,060円、 

高田胡山氏（赤池町石松）寄イ寸 

500,000円〕にもなりました 

ので、早速、日本赤十字社へ 

納入いたしました。どうも、 

ありがとうございました。 

第3 回献血 

5月の第2回献血には、136 

人の参加をいただきました。 

今回も、手軽な健康診断の 

つもりで、多数ご参加くださ 

い。 

と きト10月23日困 

ところト赤池商事前 

午前10時～午後1時 

役場建設課前 

午後2時～午後4時 

―福祉係― 

献血で ともせ愛の火 いのちの火ノ 
J、 

ォ
体
操
か
ら
始
ま
り
、
一
・
二
歳
児
に
 

よ
る
「
お
か
あ
さ
ん
っ
て
い
い
な
」
や
 

「
紅
白
リ
レ
ー
」
 

「
親
子
リ
レ
ー
」
 

「 

玉
入
れ
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

麟襲麟 
(10月の休館日〕 I〔福祉バス運行日〕 

6 日、10日、13日I l 日、 2 日、4日、 5 日、 8 日 

20日、21日 

〔演 芸 日〕 ！ 18日、19日、22日、23日、25日 

2 日、 5 日、 9 日f 26日、29日、30日 

12日、16日、19日l〔仏教法話会〕 

23日、26日、30日 16日困 午前n時より 
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あ
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第213号 昭和55年10月1日 け し、 カ、 あ
 

報
 

広
 

まち 

一 

ソ
 

芸
 

の
 

魁
 

蟹
 

の
 

旅
 

二
一
こ
 

（卿』 

一 

蔵
本
は
る
の
女
 

ノ

／

ノ

 
、

、

 、
 

「
闇
夜
と
は
蟹
の
た
め
に
創
ら
る
る
」
 

は
る
の
女
。
 

神
が
創
リ
給
う
た
こ
の
自
然
の
露
珊
、
 

闇
の
深
さ
が
蟹
を
狂
ほ
し
く
す
る
。
蟹
 

の
恋
の
芽
生
え
で
あ
ろ
う
か
。
気
の
早
 

い
賛
が
暮
れ
る
の
を
待
ち
き
れ
ず
、
一
 

匹
、
ま
た
一
匹
、
や
や
も
す
る
と
暮
れ
 

喜」 

残
る
明
る
さ
に
紛
れ
そ
う
。
 

五
月
の
あ
る
日
、
桝
田
駅
附
近
に
着
 

い
た
頃
は
、
も
う
、
と
っ
ぶ
り
と
暮
れ
 

き
っ
て
、
川
上
に
向
う
ほ
ど
に
数
を
増
 

し
て
ゆ
く
。
昨
年
よ
り
も
蟹
の
光
が
増
 

え
て
い
る
。
上
流
の
方
へ
歩
を
移
す
。
 

時
折
、
は
ぐ
れ
蟹
が
手
の
届
く
高
さ
に
 

飛
ん
で
く
る
。
 

そ
れ
か
ら
少
し
た
っ
て
、
心
配
し
て
 

い
た
雨
が
降
り
は
じ
め
た
。
少
し
な
ら
 

雨
も
旅
情
の
う
ち
。
心
な
お
蟹
に
寄
せ
 

て
停
む
。
雨
足
が
少
し
ず
つ
早
く
な
っ
 

つ
 

て
き
た
o

敵
鵬
な
く
現
世
に
引
き
戻
さ
 

れ
た
感
で
あ
る
。
蚤
に
心
残
し
つ
つ
、
 

三
台
の
車
に
分
乗
し
て
蟹
川
を
後
に
す
 

る
。
増
々
雨
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
 

英
彦
山
川
を
右
に
左
に
私
の
家
ま
で
帰
 

宅
。
十
句
出
し
早
速
句
会
と
な
る
。
 

●
蟹
火
や
遠
く
の
家
の
人
動
く
 天

留
翁
 

●
お
札
所
を
訪
い
涼
風
を
給
わ
り
し
 

●
舞
い
上
が
る
と
き
蟹
の
濃
く
と
も
り
 

一 

歩
 

●
登
火
は
動
く
星
座
よ
五
月
闇
 

●
タ
河
鹿
い
つ
か
ひ
と
り
に
な
り
い
た
 

園
 
女
 

●
蟹
か
ご
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
よ
 

操
 

●
蟹
見
に
言
葉
は
邪
魔
な
も
の
な
り
し
 

●
凝
視
し
て
見
れ
ば
蟹
火
て
ふ
不
気
味
 

聖
 
子
 

●
の
ぼ
り
つ
め
安
ら
ぐ
高
さ
揚
雲
雀
 

雨
 
亭
 

●
ぬ
ば
た
ま
の
闇
を
仕
手
と
し
蟹
舞
う
 

●
蛮
や
闇
を
や
わ
ら
げ
乱
舞
せ
り
 

は
る
の
女
 

●
董
火
の
創
リ
し
も
の
に
水
明
り
 

●
蟹
の
水
恋
っ
ば
か
り
と
は
言
へ
ず
 

し
げ
を
 

●
こ
ぼ
れ
散
る
バ
ラ
に
ふ
と
あ
る
対
話
 

か
な
 

み
つ
子
 

●
星
か
と
も
紛
う
高
さ
に
蟹
か
な
。
 

●
行
滝
の
一
筋
白
く
タ
暮
る
る
 春

 
翁
 

●
蟹
火
の
遠
く
に
あ
り
て
こ
そ
神
秘
 

あ
し
む
ら
 

●
し
ば
ら
く
は
芦
叢
と
も
す
宵
登
 

、

ノ

ー

 り
 

、つ
 

駒
 
女
 

福
岡
県
美
術
展
覧
会
に
 

写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
入
選
す
る
 

廿

県

展

4
名
・
ニ
科
展
3
名

が

廿

 

（早谷さんの作品「ボス」） 

【
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
み
が
き
を
す
る
 

町
青
年
部
の
み
な
さ
ん
】
 

（三宅さんの作晶「黄昏時」） 

●
植
田
水
入
れ
足
す
音
が
夜
を
深
む
。
 

●
峡
深
く
ま
で
来
て
し
ま
い
蟹
狩
 

野
 
火
 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 
⑧
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

●
手
ぶ
り
よ
き
幼
児
の
ま
じ
る
踊
の
輪
 

●
夜
の
更
け
て
踊
太
鼓
の
耳
に
つ
く
 

（
上
野
｛
蛋
『
寺
本
堂
再
建
）
 

●
上
棟
式
目
出
度
き
日
な
れ
秋
彼
岸
 

つ
が
 

●
波
紋
ひ
く
番
い
の
が
ち
ょ
う
秋
の
池
 

●
が
ち
ょ
う
鳴
く
番
い
羽
ば
た
き
秋
く
 

“秋の祭典近し，, 

町統一秋祭り 

今
年
も
又
、
赤
池
町
統
一
の
秋
祭
り
 

が
十
月
十
一
日
（
土
）
・
十
二
日
（
日
）
沙
 

（
永
尾
さ
ん
の
作
品
「
千
ン
テ
ン
ル
パ
の
野
」
〕
 

疎
」
 
繊
鰍
 

（岡部さんの作品「Familyj ) 

第
三
十
六
回
福
岡
県
 

美
術
展
覧
会
が
九
月
六
 

日
、
ま
た
、
第
三
回
福
 

岡
二
科
公
募
展
審
査
が
 

九
月
八
日
に
行
わ
れ
、
 

赤
池
町
の
（
写
団
フ
ァ
 

ミ
リ
ー
）
よ
リ
、
見
事
 

県
展
四
名
、
福
岡
二
科
 

展
三
名
が
入
選
し
ま
し
 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
み
が
き
 

『
町
商
工
会
青
年
部
が
…
・
』
 

赤
池
町
商
工
会
肩
年
部
が
、
毎
年
行
 

っ
て
い
る
町
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
み
が
き
 

が
、
今
年
も
九
月
十
四
日
（
日
）
に
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

町
商
工
会
青
年
部
（
内
田
敏
夫
部
長
 

約
三
十
人
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、
十
四
の
 

猛
暑
の
中
、
午
前
八
時
ご
ろ
か
ら
五
台
 

の
車
に
分
か
れ
て
、
町
内
約
百
力
所
の
 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
み
が
い
て
回
り
ま
し
 

た
。
今
年
は
長
雨
な
ど
で
、
ミ
ラ
ー
の
 

ホ
コ
リ
が
ひ
ど
く
、
見
通
し
の
悪
い
交
 

差
点
や
カ
ー
ブ
の
道
で
は
、
カ
ー
ブ
ミ
 

ラ
ー
の
役
目
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
 

町内全加’ 

ほ
ど
、
ガ
ラ
ス
面
は
く
も
っ
て
お
り
、
 

交
通
安
全
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
し
 

た。 
こ
の
奉
仕
行
事
は
、
町
内
の
交
通
安
 

全
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
か
ら
、
カ
ー
 

ブ
や
交
差
点
で
の
車
や
歩
行
者
の
安
全
 

確
認
に
大
変
喜
こ
ば
れ
て
お
り
、
カ
ー
 

ブ
ミ
ラ
ー
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
事
 

故
防
止
に
大
切
な
も
の
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
町
内
各
所
の
ミ
ラ
ー
は
、
 

い
つ
ま
で
も
大
切
に
利
用
し
て
い
た
だ
 

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
カ
、
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
昨
年
の
秋
祭
り
か
ら
・
町
民
会
館
前
】
 

両
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

昨
年
は
、
各
地
区
公
民
館
が
積
極
的
 

に
取
り
組
ん
だ
た
め
に
、
山
笠
六
台
（
 

八
、
九
、
十
、
十
二
、
十
五
、
二
十
四
 

支
所
）
、
子
ど
も
み
こ
し
七
台
（
十
一
、
 

十
四
、
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
 

ニ
十
、
二
士
一
、
二
十
三
支
所
）
と
過
 

去
に
な
い
盛
り
上
が
っ
た
秋
祭
り
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

今
年
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
山
 

笠
や
子
ど
も
み
こ
し
な
ど
の
だ
し
も
の
 

や
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

町
公
民
館
で
も
、
文
化
団
体
が
中
心
 

と
な
っ
て
お
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
る
 

た
め
の
協
賛
行
事
と
し
て
、
人
気
の
カ
 

の
ど
自
慢
大
会
カ
を
は
じ
め
、
文
化
団
 

体
の
芸
能
発
表
会
や
囲
碁
大
会
な
ど
が
 

準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

い
り
 

9

、）〕 

一
 
一
 
一
 
一
 
一
 一

碁
会
も
開
い
て
い
ま
す
。
 

<
 
一
 

た。 
写
団
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
は
、
八
名
の
会
 

員
が
日
頃
の
作
画
活
動
の
成
果
を
、
』
」
 

の
日
に
と
出
品
し
、
福
岡
県
の
美
術
展
 

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
か
か
わ
ら
ず
入
選
 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

〈
県
展
入
選
者
〉
 

早
谷
克
粘
「
ボ
ス
」
 

三
宅
嘉
一
「
 

黄
昏
時
」
 

永
尾
富
男
「
モ
ン
テ
ン
ル
 

パ
の
印
象
」
 

岡
部
日
出
朗
「
『
】
ョ
ily
」 

〈
福
岡
ニ
科
展
入
選
者
〉
 

戸
塚
栄
太
郎
「
道
」
 

桑
野
博
明
「
 

田
植
え
」
 

三
宅
嘉
一
「
白
鷺
」
 

※
な
お
、
福
岡
二
科
公
募
展
は
十
月
 

十
三
日
（
月
）
よ
り
福
岡
市
美
術
館
に
お
 

い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

, j 
、 m ノ ーIご ．プー い m 土山 ‘文 1、 く‘く 」り一 『目 、 

県
税
の
納
期
限
延
長
な
ど
 

救
済
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
 

災
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
、
 

心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
 

済
措
置
の
ー
つ
と
し
で
、
県
税
の
 

納
期
限
の
延
長
を
は
じ
め
、
被
災
 

の
状
況
に
応
じ
て
県
税
の
減
免
な
 

ど
の
緩
和
措
置
を
積
極
的
に
講
じ
 

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
の
 

方
は
、
当
財
務
事
務
所
で
ご
相
談
 

く
だ
さ
い
。
 

田
川
財
務
事
務
所
固
④
0
7
7
7
 

三 ーー 、 ’J 、 ~ ’ ''！ 」 ’' ’ 一 “ ノ、 一 よy ~ 1 

~ 
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
災
者
に
 

こ
の
た
び
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
 

県
で
は
、
被
災
者
に
対
す
る
救
 

固
④
0
7
7
7
 

<
 
一
 
<
 
一
 

囲
碁
同
好
会
で
 

一 

楽
し
み
ま
し
ょ
う
 

一 

昨
年
よ
り
発
足
し
、
月
例
会
、
特
別
一
 

大
会
と
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
一
 

⑥
特
別
大
会
（
総
会
碁
会
、
秋
祭
り
 

大
会
、
新
年
碁
会
）
 

一
o

月
例
大
会
に
指
導
碁
会
叱
取
入
れ
る
。
一
 

一 

」
維
踏
巨
級
 
ニ
位
亀
井
初
段
 

一 

▼
総
会
大
会
成
績
（
6
月
 29 

日） 

三
位
緒
方
四
級
 

▼
月
例
大
会
成
績
（
7
月
 20 

日） 

一
位
香
月
初
段
 
二
位
丸
山
二
級
 

一
 
一
 
一
 
一
 

一 

（A
パ
ー
ト
）
 

一
位
乾
一
級
 
二
 
一 

一
位
木
村
囲
一
級
 

（B
バ
ー
ト
）
 

一 

一 

一
位
丸
山
二
級
 
二
位
西
園
六
級
 

一 

一 

⑥
八
月
度
終
了
ま
で
の
最
高
成
績
 

一 

一
三
位
斉
藤
一
級
 

一
▼
月
例
大
会
成
績
（
8
月
 10 

日） 

一 

丸
山
一
級
 
14 

勝
1
敗
 

一
※
毎
週
士
曜
日
手
合
わ
せ
 

一 

6
回
開
催
 
延
参
加
者
 

ぐ、‘！、、J
ー
‘
…
、
i
、‘ー・、》、‘ 
43 

人
 

一 

J
 

赤池町敬老会 

と き 10月15日困 AM11: 00 

ところ 赤池町民会館体育館 

＠対象者 明治44年3月31日ま 

でに生まれた方。 

J 
赤
池
支
部
だ
よ
り
 
⑥
 

太
田
茂
行
氏
が
表
彰
さ
れ
る
 

『
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
』
 太田茂行さん 

（伏 原） 

昭
和
四
十
年
よ
り
田
川
交
通
安
全
協
 

会
に
所
属
し
、
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
 

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
六
月
三
十
日
、
 

福
岡
県
交
通
安
全
協
会
会
館
に
お
い
で
 

財
団
法
人
福
岡
県
交
通
安
全
協
会
長
よ
 

り
当
町
の
太
田
茂
行
氏
⑩
歳
（
伏
原
）
 

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

太
田
氏
は
昭
和
四
十
三
年
、
四
十
四
 

年
、
五
＋
年
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
交
通
安
 

全
推
進
協
議
会
長
表
彰
や
田
川
警
察
署
 

警
視
表
彰
な
ど
を
受
け
て
お
り
、
現
在
、
 

田
川
交
通
安
全
協
会
本
部
理
事
を
在
任
 

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

一
 

一
 
一
 
一
 
(
 

?
 

一
o
月
例
大
会
 
毎
月
第
2
日
曜
日
 

一
o
毎
週
土
曜
日
手
合
わ
せ
を
行
う
。
 

一
o
年
会
費
 
二
、
〇
〇
〇
円
 

夢」」絶好のンーズノとなって一 

一

 

民
会
館
和
室
に
お
い
て
碁
会
を
行
っ
 

一 

い
ま
す
の
で
、
ご
」
巌
な
く
ご
加
入
一
 

一
議
響
轟
き
し
て
糞
一
 一

 

コ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
ー
ー
 



(7） 第213号 
昭和55年10月1日 け

 
し、 か

 
あ
 

報
 

広
 

第213号 

走
る
健
康
法
 

走
る
こ
と
は
、
全
身
運
動
で
す
か
ら
、
 

血
行
を
よ
く
し
、
新
陳
代
謝
の
促
進
や
 

呼
吸
循
環
機
能
を
も
高
め
ま
す
。
健
康
 

づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
 

運
動
で
す
の
で
、
家
族
で
や
っ
て
み
ま
 

し
ょ
、
つ
。
 

①
ま
ず
準
備
運
動
 

歩
い
た
り
走
っ
た
リ
し
な
が
ら
、
途
 

中
で
脚
を
伸
ば
し
た
り
、
足
首
や
腕
を
 

ま
わ
し
た
り
し
て
筋
肉
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
 

か
ら
だ
を
あ
た
た
め
ま
す
。
 

②
走
る
と
き
の
フ
ォ
ー
ム
 

走
る
と
き
の
フ
ォ
ー
ム
は
、
べ
タ
足
 

か
カ
カ
ト
か
ら
地
面
を
と
ら
え
る
と
案
 

外
ら
く
に
走
れ
ま
す
。
肩
の
力
を
ぬ
き
、
 

肘
を
前
後
に
振
っ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
走
 

り
ま
す
。
 

③
呼
吸
 

呼
吸
は
、
自
分
の
し
や
す
い
方
法
で
 

か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
二
つ
吸
っ
て
二
つ
 

吐
く
、
と
い
う
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。
 

④
は
じ
め
は
ゆ
っ
く
り
 

三
週
間
く
ら
い
ま
で
は
、
心
拍
数
を
 

。
 

一
ニ
〇
ー
一
四
〇
ぐ
ら
い
の
間
に
保
つ
 

よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
。
 

体
カ
に
自
信
の
な
い
人
や
太
り
す
ぎ
の
 

人
は
、
歩
い
た
り
走
っ
た
り
し
な
が
ら
 

補
々
に
走
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
o
 

⑤
自
分
の
ペ
ー
ス
で
 

無
理
に
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
た
り
し
な
 

い
で
、
他
人
と
話
し
が
で
き
る
く
ら
い
 

の
範
囲
で
続
け
る
と
、
息
切
れ
も
せ
ず
 

自
分
の
ペ
ー
ス
と
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

⑥
靴
 

靴
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
い
ラ
バ
ー
 

底
の
も
の
で
、
足
に
合
っ
た
軽
い
も
の
 

を
選
び
ま
し
ょ
う
。
 

ク
国
保
税
4

は
ち
ゃ
ん
と
 

納

め

て

い

ま

す

か

 

①
国
保
税
は
国
保
の
大
切
な
財
源
で
す
。
 

国
保
は
み
ん
な
が
出
し
合
っ
た
お
金
 

（
国
保
税
）
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
 

赤
池
町
の
国
保
は
火
の
車
、
み
ん
な
が
 

使
う
医
療
費
は
（
国
保
税
）
だ
け
で
は
 

足
り
ず
、
国
や
町
の
補
助
を
加
え
て
、
 

や
っ
と
支
払
わ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
 

あ
な
た
の
支
払
う
（
国
保
税
）
が
な
 

け
れ
ば
、
当
町
の
国
保
は
運
営
し
て
行
 

け
ま
せ
ん
。
 

⑦
国
保
税
を
早
く
納
め
る
こ
と
は
 

あ
な
た
の
義
務
で
す
。
 

国
保
税
は
、
五
、
八
、
十
、
十
二
月
 

が
納
期
、
納
付
が
遅
れ
る
と
延
滞
金
が
 

課
さ
れ
た
り
、
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

更
に
滞
納
が
続
沿
ば
、
当
町
の
国
保
 

」

 

り

一

 

・一 

の
他
の
加
入
者
に
余
分
な
負
担
を
負
わ
 

せ
た
り
、
ま
た
納
付
率
が
低
い
と
国
の
 

補
助
金
が
減
ら
さ
れ
る
な
ど
、
み
ん
な
 

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

国
保
税
は
、
必
ず
納
期
内
に
納
め
て
 

く
だ
さ
い
。
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
は
 

あ
な
た
の
最
も
大
切
な
務
め
で
す
。
 

※
な
お
、
納
期
毎
に
納
め
に
く
い
人
 

は
、
分
割
納
付
で
結
構
で
す
か
ら
、
税
 

務
課
徴
収
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
国
保
税
納
め
て
安
心
わ
が
家
の
健
康
 

●
納
得
し
笑
顔
で
納
め
る
国
保
税
 

●
国
保
税
健
壁
泳
族
の
安
心
料
 国

保
係
 

果
し
て
得
か
？
・
 

国
民
年
金
の
繰
上
げ
請
求
 

す
こ
し
で
も
早
く
か
ら
年
金
を
も
ら
 

い
た
い
と
最
近
国
民
年
金
の
繰
り
上
げ
 

請
求
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
 

か
し
こ
の
繰
り
上
げ
請
求
は
、
本
当
に
 

ご
本
人
に
と
っ
て
得
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

一
生
涯
か
わ
ら
ぬ
減
額
率
 

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
は
、
も
と
も
 

と
六
十
五
歳
か
ら
支
給
が
始
ま
り
ま
す
 

が
、
本
人
が
希
望
し
た
場
合
に
は
、
」
ハ
 

十
歳
以
降
で
あ
れ
ば
繰
上
げ
て
受
け
る
 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
与
 

こ
の
場
合
、
請
求
し
た
と
き
の
年
齢
 

に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
一
定
の
割
合
恥
 

減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
減
額
率
は
、
六
 

十
五
歳
に
な
っ
て
も
、
ま
た
、
年
金
額
 

が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
も
変
り
ま
せ
ん
。
一
 

生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を
う
け
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

請求する 
年 齢 

減額率 

60 歳 42 % 

6 1i 35 % 

62 歳 28 % 

63 歳 20 % 

64 歳 11 % 

65 歳 0 % 
満 額 

繰
り
上
げ
請
求
は
果
し
て
得
か
 

こ
と
し
六
十
歳
に
な
っ
た
、
大
正
九
 

年
生
ま
れ
の
女
性
A
子
さ
ん
を
例
に
と
 

っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

こ
の
A
子
さ
ん
が
怠
り
な
く
保
険
料
 

を
納
め
た
と
す
る
と
十
九
年
納
め
た
こ
 

と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
六
十
五
歳
よ
り
 

も
ら
う
年
金
額
は
四
〇
一
、
二
〇
〇
円
 

（
五
四
年
七
月
改
定
額
）
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
年
金
を
、
六
十
」
風
に
な
っ
た
今
年
 

か
ら
受
け
る
と
す
れ
ば
、
四
十
二
督
減
 

額
さ
れ
て
二
三
二
、
七
〇
〇
円
に
な
り
 

ま
す
。
 

い
ま
日
本
人
の
平
均
余
命
は
、
六
十
 

歳
ま
で
生
き
た
女
性
で
二
二
‘
一
三
年
、
 

ま
た
六
十
五
歳
ま
で
生
き
た
女
性
で
一
 

七
・
九
二
年
で
す
か
ら
、
こ
れ
で
計
算
 

す
る
と
、
六
十
歳
か
ら
受
け
る
総
額
は
 

五、 

一
四
九
、
七
J
〇
円
、
ま
た
六
＋
 

五
歳
か
ら
の
総
額
は
七
、
 
一
八
九
、
五
 

〇
〇
円
と
な
り
、
そ
の
差
は
約
二
〇
四
 

万
円
も
の
大
き
な
差
に
な
リ
ま
す
。
そ
 

れ
に
、
今
後
年
金
額
は
さ
ら
に
引
上
げ
 

U
り
 

ら
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
繰
り
上
げ
請
 

求
は
決
し
て
得
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
 

す
。
ま
た
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
い
 

ま
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
 

繰
り
上
げ
請
求
は
よ
く
考
え
て
か
ら
に
 

し
た
い
も
の
で
す
。
 

年
金
係
 

福
祉
バ
ザ
ー
に
 

品
物
の
拠
出
を
ノ
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
 

十
一
月
三
日
（
月
）
、
午
前
九
時
か
 

ら
午
後
五
時
ま
で
、
町
民
会
館
に
 

お
い
て
福
祉
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
各
ご
家
庭
に
あ
り
ま
 

す
不
用
な
品
物
、
現
在
使
用
し
て
 

い
な
い
物
。
例
え
ば
、
お
中
元
、
 

お
歳
暮
等
で
い
た
だ
い
た
品
物
で
 

そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
な
い
も
の
、
 

趣
味
を
生
か
し
た
手
造
り
の
品
物
 

を
拠
出
し
て
い
た
だ
き
、
競
売
に
 

て
皆
様
に
市
価
の
半
額
以
下
で
購
 

入
し
て
い
た
だ
き
、
益
金
を
共
同
 

募
金
と
各
福
祉
団
体
の
活
動
費
に
 

繰
り
入
れ
、
広
く
社
会
福
祉
に
役
 

立
て
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
ま
 

す
。
ど
う
か
、
皆
様
の
ご
協
力
を
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
当
日
は
競
売
会
と
併
せ
 

て
、
ぜ
ん
ざ
い
、
お
で
ん
等
の
模
 

疑
店
を
開
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
 

だ
さ
い
。
拠
出
の
品
物
は
当
会
に
 

て
引
き
収
り
に
参
り
ま
す
。
連
絡
 

先
→
社
会
福
祉
協
議
会
固
4
6
4
6
 

、J 
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ま
た
か
ノ
も
う
う
ん
ざ
り
の
水
見
舞
 

床
上
 22 

戸
・
床
下
切
戸
が
浸
水
 

異
常
天
候
か
ら
長
雨
が
続
い
た
今
年
 

の
夏
、
八
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
朝
 

に
か
け
て
、
 
ま
た
も
集
中
豪
雨
に
よ
り
 

【
冠
水
し
た
田
・
畑
（
草
場
地
区
）
】
 

部
が
け
崩
れ
や
床
上
浸
水
が
あ
り
、
 

今
年
七
月
八
日
水
害
に
続
い
て
被
害
が
 

出
ま
し
た
。
 

午
前
九
時
よ
り
、
本
町
、
稲
荷
町
、
 

草
場
、
板
取
地
区
な
ど
床
下
か
ら
床
上
 

浸
水
が
は
じ
ま
り
、
 
正
午
す
ぎ
に
は
床
 

【
水
か
さ
の
増
し
た
彦
山
川
・
中
央
H
赤
池
橋
】
 

上
二
士
一
戸
、
床
下
二
一
七
戸
が
浸
水
、
 

し
ま
し
た
。
 

町
で
は
、
午
前
九
時
に
水
害
対
策
本
 

部
を
設
置
し
、
消
防
団
が
本
町
地
区
を
 

揚
水
ポ
ン
プ
で
彦
山
川
に
排
水
を
続
け
 

た
が
、
集
中
豪
雨
で
水
は
増
す
ば
か
り
。
 

午
前
七
時
か
ら
二
時
間
に
、
三
十
ミ
リ
 

の
雨
が
集
中
し
た
の
を
は
じ
め
、
午
前
 

零
時
か
ら
正
午
す
ぎ
ま
で
に
一
〇
〇
ミ
 

リ
を
超
え
、
彦
山
川
の
水
位
は
警
戒
水
 

位
を
上
回
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
堤
防
の
崩
れ
る
恐
れ
も
 

あ
り
ま
し
た
が
、
午
後
か
ら
雨
が
小
降
 

り
と
な
り
、
午
後
三
時
半
に
は
水
位
が
 

下
が
り
、
大
き
な
被
害
に
は
な
り
ま
せ
 

ん
で
し
た
。
 

昨
年
六
月
、
今
年
七
月
の
水
害
と
一
一
 

年
続
い
て
の
水
魔
に
、
も
う
っ
ん
ざ
り
 

し
て
い
た
矢
先
。
ま
た
、
今
回
の
相
手
 

の
い
な
い
水
害
で
半
ば
あ
き
ら
め
ム
ー
 

ド
。
水
害
に
あ
う
地
区
は
、
い
つ
も
同
 

じ
地
区
の
民
家
が
ほ
と
ん
ど
で
、
雨
が
 

多
く
降
り
出
す
と
夜
も
ね
む
れ
な
い
ほ
 

ど
の
水
の
恐
怖
症
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

家
も
、
再
三
の
水
浸
し
に
傷
み
も
み
ら
 

れ、 

一
日
も
早
く
水
魔
の
対
策
が
必
要
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
、
水
害
 

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
 

エンゼルクイズ 

r .，里ー,-,'r=, 
k弟3IJL日」山規」 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、新幹線こだま号の運転手は1人。では、 

ひかり号の運転手は何人？ 

④1人 ⑧2人 ＠1人の時もあれば2人 

の時もある。 

2 .④天気図記号で、この記号は何をあらわ 

す？ 

④ひょう ⑧あられ ＠）雷雨 

3 、またの名を「草のあるじ」とも呼ばれる 

花は？ 

④菊（Br比丹 ＠しゃくやく 

4 、お灸に使う千グサ。原料の植物は次のう 

ち、どれ？ 

⑧なずな ⑧よもぎ ⑥せり 

5 、第6回日本テレビ音楽祭（8月28日）の 

グランプリ受賞者はだれ？ 

④西城秀樹 ⑧八代亜紀（0五木ひろし 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガ寺 

に記入のうえ、10月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第49回の解答】 

1 ④ 2 ④ 3 ⑧ ⑥
 

にJ ⑤
 

4
工 

【正解者】 

今回の応募総数28通のうち、正解は19通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の三名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

ト長峰喜美子（伏原） 

ト川端 裕幸（板屋団地） 

ト森 玲子（上谷） 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

9
月
 16 

日
現
在
 

金
 
封
 
熊
谷
 
定
行
（
稲
荷
町
）
 

金
 
封
 
伊
川
千
代
子
（
昭
和
町
）
 

金
 
封
 
江
藤
 
重
雄
（
本
町
）
 

金
 
封
 
立
花
 
八
郎
（
市
場
）
 

金
 
封
 
中
島
 
恒
雄
（
北
町
）
 

金
 
封
 
蔭
久
 
邦
満
（
車
道
）
 

金
 
封
 
田
口
 

光
義
（
上
野
）
 

金
 
封
 
松
江
ェ
ミ
コ
（
赤
池
団
地
）
 

〔寄 

付〕 

●
藤
間
智
寿
社
中
 
五
千
円
（
中
川
隆
 

、
久
原
弘
、
鶴
留
初
子
、
三
測
モ
ト
 

エ） 封封封封封 

●
毛
利
 
圭
 

〔
賛
助
会
費
〕
1

ロ
千
円
 

●
阿
部
貫
一
 

●
加
治
カ
ホ
ル
 

●
 

森
千
代
子
 
●
藤
井
辰
身
 
●
久
原
ま
 

す
み
 

●
伊
藤
利
子
 

●
三
木
春
男
 

●
藤
岡
登
 
●
山
田
政
蔵
 
●
亀
谷
松
 

次
 
●
木
村
渥
美
 
●
坂
元
重
松
 

ー
敬
称
略
ー
 

「
七
区
老
人
ク
ラ
ブ
」
に
寄
付
 

長
谷
川
治
彦
さ
ん
（
大
字
市
場
 

石
松
）
よ
り
、
八
月
二
十
五
日
に
 

当
ク
ラ
ブ
へ
金
五
万
円
が
寄
付
さ
 

れ
ま
し
た
の
で
、
広
報
紙
の
紙
面
 

を
お
か
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
 

す。 

会
長
 
大
森
高
市
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第213号 広 報 あ か い 

ら せ 知
 

お
 

忘れないで元、にとめて 
おきましょう。 

行
政
相
談
所
の
開
設
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
十
月
十
二
日
か
 

ら
十
八
日
ま
で
の
】
週
間
を
「
行
政
相
 

談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
い
っ
せ
い
に
 

行
政
相
談
に
つ
い
て
の
諸
行
事
を
行
う
 

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
週
間
中
の
行
事
と
し
て
、
当
町
 

で
は
次
の
日
程
で
行
政
相
談
所
を
開
設
 

い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
機
会
に
、
大
い
に
あ
な
た
の
日
 

頃
持
っ
て
い
る
な
や
み
や
要
望
を
申
し
 

出
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
相
談
費
用
 

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
 

10 

月
 14 

日
因
 
中
尾
生
活
館
 

10 

月
 17 

日
圏
 
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▼
時
間
 

午
前
 10 

時
ー
午
後
3
時
ま
で
 

簡
易
保
険
 

文
化
講
演
会
の
開
催
 

郵
政
省
簡
易
保
険
局
・
九
州
郵
政
局
 

主
催
、
西
日
本
新
聞
社
・
北
九
州
市
後
 

援
に
よ
り
、
奈
良
林
祥
先
生
と
佐
木
隆
 

。
 

三
先
生
を
お
招
き
し
て
、
簡
易
保
険
文
 

化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
 

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
 
55 

年
 10 

月
 16 

日
困
 

午
後
6
時
1
8
時
 30 

分
ま
で
 

▼
と
こ
ろ
 
北
九
州
市
立
小
倉
市
民
会
 

館
（
小
倉
北
区
城
内
三
ー
一
）
 

固
0
9
3
→
5
8
1
→
0
3
3
1
 

▼
入
場
料
 
無
料
 

▼
講
師
及
び
演
題
 
o
奈
良
林
祥
（
主
 

婦
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
）
 

「
女
と
 

は
男
と
は
」
 

o
佐
木
隆
三
（
第
七
 

十
四
回
直
木
賞
受
賞
作
家
）
 

「
文
学
 

の
ふ
る
さ
と
」
 

▼
間
合
わ
せ
先
 
赤
池
郵
便
局
ま
で
固
 

赤
池
2
0
4
2
番
 

統
制
小
作
料
が
 

廃
止
に
な
り
ま
す
 

55 
年
 10 

月
ー
日
よ
り
 

統
制
小
作
料
の
適
応
が
、
昭
和
五
＋
 

五
年
九
月
三
＋
日
に
き
れ
る
こ
と
に
よ
 

り
、
十
月
一
日
か
ら
、
当
該
小
作
地
の
 

小
作
料
は
、
貸
し
手
、
借
り
て
の
協
議
 

に
よ
り
、
そ
の
額
を
自
由
に
定
め
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
が
、
 

「
標
準
小
作
料
」
 

に
比
準
し
て
適
正
と
認
め
る
額
を
定
め
 

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

契
約
関
係
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
 

従
来
の
取
扱
い
と
全
く
同
じ
で
す
の
で
 

誤
解
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
小
作
料
の
額
の
変
更
に
つ
い
 

て
は
、
協
議
が
整
っ
た
場
合
は
、
そ
の
 

旨
、
農
業
委
員
会
忙
通
知
す
鴨
こ
と
に
 

、

，

 

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
町
 

農
業
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

赤
池
町
農
業
委
員
会
 

一
般
自
衛
官
募
集
 

第
三
次
廿
筑
豊
地
区
 

▼
採
用
人
員
 
10 

月
（
陸
上
5
名
・
航
 

空
3

名） 

11 

月
（
陸
上
5
名
・
海
 

上
5
名
・
航
空
3
名） 

12 

月
（
陸
 

上
5
名
・
海
上
3
名
・
航
空
3
名） 

※
高
卒
王
疋
者
は
三
月
下
旬
ー
四
月
 

上
旬
（
陸
上
 60 

名
・
海
上
 25 

名
・
航
 

空
 30 

名） 

▼
受
験
資
格
 
満
 18 

歳
ー
 25 

歳
未
満
の
 

男
子
 

▼
受
付
及
び
試
験
日
 
12 

月
 20 

日
ま
で
 

※
高
卒
予
定
者
は
 56 

年
2
月
末
日
ま
 

で
（
試
験
は
そ
の
つ
ど
指
定
）
 

▼
試
験
科
目
 
国
語
・
数
学
・
社
会
・
 

作
文
及
び
面
接
 

▼
初
任
給
 
八
八
、
四
〇
〇
円
（
衣
食
 

住
等
は
無
料
、
実
質
約
一
ニ
九
、
八
 

〇
〇
円
）
 

▼
間
合
わ
せ
先
 
福
岡
地
方
連
絡
部
飯
 

塚
募
集
事
務
所
（
飯
塚
市
横
田
）
 

固
0
9
4
8
2
→
②
→
4
8
4
7
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

▼
と
き
 

o
 10 

月
7
日
因
 
飯
塚
市
 

o
 10 

月
8
日
困
 
直
方
市
・
田
川
市
 

o
 10 

月
 28 

日
因
 
飯
塚
市
 

o
 10 

月
 29 

日
困
 

田
川
市
 

，
 

（
午
前
 10 

時
ー
午
後
4
時
ま
で
）
 

▼
と
こ
ろ
 

o
直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
9
2
→
②
→
4
1
1
1
 

o
飯
塚
市
役
所
内
市
民
相
談
室
 

固
0
9
4
8
2
→
②
→
5
5
0
0
 

o
田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

固
0
9
4
7
4
→
④
→
2
 0
0
0
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
日
程
表
 

24B@ 17B⑨ 
1
6
B
困 1

4
B
の 

13B⑧ 9B
困
 

8
B
困
 

7
B
因
 

10日 

10ーis5 13ー15 10~12 
015 

1 
1 

13ー15 10~112 10ー15 10ー115 13ー15 10~12 10ー15 
時
 
間
 

赤
池
町
役
場
 

赤
池
保
育
所
 

町
営
伏
原
団
地
 

集
会
所
 

中
町
・
南
町
 

団
地
集
会
所
 

大
浦
隣
保
館
 

大
久
保
 

（
大
久
保
サ
カ
キ
宝
 1
1
'
J
 

田
川
農
協
 

赤
池
支
所
 

老
人
ホ
ー
ム
 

八
区
 

（
立
花
利
光
氏
宅
前
〕
 

草
場
集
会
所
 

三
区
集
会
所
 

場
 

所
 

料
金
・
無
料
 

衛
生
係
 

自
動
車
保
険
相
談
 

▼
毎
日
（
日
・
祭
日
は
除
く
）
午
前
9
 

時
 30 

分
ー
午
後
4
時
 30 

分
ま
で
 

※
土
曜
日
は
正
午
ま
で
 

▼弁護晴噴毎馨曜日午後 

g 
ゴミはポリ袋に・・・ 

家庭用ゴミは必ずポリ袋に 

入れて収集日に出すように 

しましょう。 

Iポリ袋は役場衛生係で、、 

、 1枚8円でおわけしますノ 

ー役場衛生係ー 

1
時
1
4
時
ま
で
）
無
料
 

▼
間
合
わ
せ
は
 

尖
肩
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
 

ー
（
小
倉
北
区
紺
屋
町
、
明
治
生
命
 

小
倉
ビ
ル
内
）
 

旬
0
9
3
1
5
2
1
→
2
1
4
0
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
福
岡
県
山
門
郡
瀬
 

高
町
大
字
上
庄
字
西
鶴
崎
一
一
三
八
 

▼
無
縁
墳
墓
数
 
不
詳
 

▼
届
出
期
限
 
55 

年
 10 

月
 31 

日
 

▼
届
出
先
 
福
岡
県
山
門
郡
瀬
高
町
大
 

字
小
川
五
番
地
瀬
高
町
役
場
総
務
課
 

固
0
9
4
4
6
‘
→
③
→
2
1
7
6
 

お

詫

び

と

訂

正

 

九
月
号
五
頁
の
国
民
年
金
の
見
 

出
し
が
、
 

「
通
産
年
金
制
度
」
と
 

あ
り
ま
し
た
が
、
 

「
通
算
年
金
制
 

度
」
の
誤
り
で
し
た
。
 

広
報
係
 


